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『キラリと光る励徳っ子』 文責 永田 功臣

全校児童による稲刈りを実施！ ★はらから★ ～キラリと光るために～

１６日（月）に予定通り稲刈りを実施することがで 朝の出会いは一日の元

きました。少し曇り空ではありましたが、暑くもなく 気の度合いに左右します。

みんなで協力して手際よく進めることができました。 最近は寒くなったせいか、

今年度も土地改良区「水土里ネット」の方々や松永さ みんなの元気も控えめで

んご家族にお手伝いいただ す。自分に「気合を入れ

き、稲の刈り方、結び方、 る」ためにも、特に朝の

掛け干しのしかたなどを教 あいさつは元気はつらつ

えていただきました。 としたいものです。

稲を束ねて結ぶこと等、 「最高のあいさつ」を

１回だけではなかなか身に 期待しています。元気を

つかないものですが、励徳 みんなに分けてあげてください。

小学校では６回経験するこ

とになり、特に上級生は手

際よく作業を行うことがで

きていました。 稲刈りをしましたが、秋は収穫の季節です。夏の温

私の家も農家で、小さい頃は、苗床づくり、田植え、 かい時期に太陽エネルギーを使ってしっかりと栄養分

稲刈り、籾摺り等を手伝っていました。近くの家と共 をため込むため、秋が一番実が大きくなる時季という

同で作業することも多く、連帯感があり、料理の「も ことでしょう。この後１・２年生は稲刈りの他にサツ

てなし」もあっていました。今回も饅頭をいただきま マイモの収穫を予定しています。

したが、 さて、「イモ」といってもサツマイモの他に「ジャ

田植えや ガイモ」「ヤマイモ」「サトイモ」などが日本にはあ

稲刈りを りますが、これらは同じなかまではありません。「イ

とおして、 モ」とは、体のある部分に栄養分をため込んで大きく

共同で作 なり、その部分を人が食するような植物を指します。

業するこ ちなみに、サツマイモは、アサガオやヒルガオのなか

との喜び ま、ジャガイモはナスやトマトのなかまだそうです。

や地域と それでは、サツマイモやジャガイモは、根・茎・葉

のつながりを感じ取ってくれれば幸いです。 など体のどの部分が大きくなったものでしょう。ちょ

っと調べてみましょう。

地域の「子ども食堂」から

体育服や学用品のリユースの １２月１日（金）に今年度も

お願いに来られました。後日文書を配付いたしま 「れいとくの日」を予定して

すが、ご家庭で小さくなったり、 います。今年は、太鼓演奏や餅つきをしようと計

不要になった学用品等がありまし 画中です。そこでお願いですが、「ひびき」から

たら、学校に回収ボックスを設置 の太鼓の運搬・返却ともち米を蒸すせいろの貸し

しますので、子どもさんに持たせ 出しのご協力をお願いします。ＰＴＡ会長を通じ

ていただくと助かります。 て、正式に後日依頼いたしますが、事前に準備や

なお、回収したものは補修して、 調整をしていただけると助かります。

無償で提供されるそうです。 太鼓移動日：１１月１０日（金）、１２月１日（金）

ま とく れい こう ５年生マイ田んぼ分の掛け干し

お知らせ


